
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所 学校教育課 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1314 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和４年８月４日（木）９:１０～１５:２０ 

○会  場：南相馬市立原町第一小学校 

○参加者：小学校常勤講師４、中学校常勤講師３、合計７名 

○内 容：【午前の部】 

        講  義  「『主体的・対話的で深い学び』の視点からの授業改善」 

        模擬授業 

        【午後の部】 

        学級・授業づくりセミナーへ参加 

【今後取り組みたいこと】 ～研修者より～ 

○ 子どもからの疑問を引き出し、子どもの考えや意見を取り入れながらめあてを設定したい。 

○ 児童が学習を自分事として捉えられるように、実践や具体物に触れる等の体験を取り入 

れたい。また、評価の重要性についても学ぶことができた。 

○ 教師が声に出して板書をしたり、単語や文で区切ったりするなど、様々な支援方法に取り 

組みたい。 

○ 実感を伴う授業を意識して、今後も授業づくりに取り組みたい。 

○ 生徒の「問い」や「思い・願い」をより引き出す授業の導入や展開の工夫を考え、今後の 

 授業を実践していこうと思う。 

○ 少人数だからできることや、生徒の興味を高めるための手立てを考えていきたい。また、２ 

学期からの授業に向けて準備していこうという気持ちを持つことができた。 

○ 教材研究を含む事前の準備がとても大切なことだと学んだ。また、教材をいろいろな角度 

から読み解き、生徒一人一人の考えに共感していきたいと強く感じた。 

 
 

【研修のまとめ】 ～担当指導主事より～ 

○  今後の授業実践や校内研修に臨むにあたり、本日の講義や模擬授業の実践内容を踏まえ、以下のことに取り組ん 

でほしいと思います。 

①  「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、「ふくしまの『授業スタンダード』」に基づいて自分の授業を振り返り、 

授業改善へとつなげていきましょう。 

②  令和４年度相双教育アピールの共通実践事項である「子どもの主体的な学びを支援する教師の仕掛づくり」の視点 

で、子どもの「主体的な学び」にアプローチするための手だてを工夫していきましょう。 

③ 講義や模擬授業での指導助言から学んだり、自ら気付いたりしたことを生かし、教材研究の充実に努めるとともに情熱 

 と使命感をもって子どもたちの資質・能力を育成していきましょう。 
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